
 

 

 
 
 

 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合格 サクラサク 

国公立大学 ４８名合格 
＜国立大学＞ 

茨城大 １４名 
北見工   １名   秋田大 １名   山形大 ４名  福島大 ９名   
宇都宮大 １名   信州大 １名   静岡大 １名  琉球大 １名 

＜公立大学＞ 
茨城県立医療大３名 
岩手県立大 １名   会 津 大 １名   福島県立医大 ２名 
前橋工科大 １名   高崎経大 ２名   神奈川保福大 １名 
山梨県立大 １名   ⾧ 野 大 ２名   諏訪東京理大 １名 
 

私立大学 ３２７名合格 (延べ人数) 
青山学院大 １名  日本大 １３名  東洋大 １名  駒澤大 ５名 
茨城キリスト大 ７３名  常磐大 ６１名   
※その他、詳細は太田一高 HP をご覧ください。 

 

令和３年度大学入試合格者数（現役・浪人含む） 
4 月 1 日現在・順不同 

 

 

４月号 

常陸太田市栄町５８番地 

TEL 0294(72)2115 

FAX 0294(72)2119 青龍だより 

茨城県立太田第一高等学校・附属中学校 

 市内の関係者や保護者の方々にご
参加いただき、高校と合同で発表会
を開催しました。第１部は体育館で
中高の代表による発表、第２部は中
高各教室でポスターセッションで
す。１年間かけて探究してきた成果
を堂々と発表し、地域・高校と連携
した実りある発表会になりました。 

探究活動成果発表会 3 月 12 日（金） 

校外学習  3 月 16 日（火） 
 コロナ禍のため、ほとんどの校外行事が中止となっ
た今年度でしたが、学年末のこの日、西山研修所周辺
でウォークラリーを思う存分楽しみました。普段の学
校生活では気付かない友だちのよさ、常陸太田の豊か
な自然や魅力ある文化を体いっぱい感じた校外学習で
した。 

校⾧講話～Retiring Talk～  3 月 19 日（金） 
 今年度で退職する森田校⾧が、第１期生
に向けて「オール・イングリッシュ」で語
りました。中１の英語力では分からない部
分もありましたが、朝の会で英語を使って
いることもあり、校⾧の言わんとしている
ことはしっかりと伝わっていました。 

森田校⾧のメッセージ「Ibm game!(=やる
気満々!)」の心を胸に刻み、「Dream」を
「Determination(決意)」に変えるよう、令
和３年度の学校生活を送ることを誓った第
１期生でした。 

先生からのメッセージ  
～Messages from Teachers～  

“Control your destiny, or someone else will.” 
(Jack Welch) 

昨年度は副校⾧としてお世話になりました。
この４月から、前任の森田一洋先生の後を引き
継いで、校⾧を務めさせていただくことになり
ました。引き続きよろしくお願いいたします。 

私の社会人としてのスタートは、米国の
General Electric Company（GE）等の出資によ
り設立された医療機器メーカー（現在は GE 本
体の healthcare 部門）でした。GE は発明王エ

ジソンが創業した電気事業会社を前身とし、130 年の歴史を有します。
「世界が今本当に必要としているものを創る」というエジソンの言葉通
り、事業を展開する各分野で新たな価値を創出し続けてきました。このイ
ノベーション文化の柱となっているのは、組織目標の明確化と共有、そし
て社員の主体性です。 

冒頭に記したフレーズは、入社時のオリエンテーションで紹介された、
当時のウエルチ CEO（最高経営責任者）の言葉です。「運命は自らコント
ロールせよ。さもないと、他の誰かにコントロールされることになる。」
という意味ですが、漠然と会社従属型のサラリーマン像を持っていた私は
衝撃を受けました。GE で活躍するグローバル人材は、組織における役割
やポジションを自ら考えながら、主体的にキャリアを作っていくというマ
インドを持った人たちでした。 

変化の時代においては、常識や固定観念に縛られず、自由な発想で、問
題解決に向けて協働的に試行錯誤する姿勢が求められます。その基盤とな
るのは主体性と創造的思考です。近年、GE を含むグローバル企業は、社
員の主体的行動を促すために、「心理的安全性」を高めるチーム作りを重
視しています。心理的安全性とは、どのような意見を言っても、怒られた
り、批判されたり、馬鹿にされたりといった不利益を被らない状態のこと
です。 

太田一高を心理的安全性が醸成されたクリエイティブな学校にすること
が、私の主要な目標のひとつです。皆さんの主体的学びと創造的挑戦に期
待しています。挑戦の結果に「失敗」などありません。成功か「学び」が
あるのみです。一緒に、ワクワクする学校を創りましょう！ 
 

校⾧ 鈴木清隆 

 中高一貫教育校となって１年。昨年入学の附属中１期生
は、ＩＣＴを活用して主体的な学びを実現しています。例
えば、❶Google classroom で配信された動画で予習や復
習。わからないことがあった場合は、教員へ質問も。❷各
単元後の振り返りは、chromebook（一人一台のノートＰ
Ｃ）で入力・提出。❸本校教育活動の目玉の一つ、「探究
活動」も chromebook。今年度も、Meet でのｵﾝﾗｲﾝ授業、
Classi-NOTE、デジタル教科書、電子黒板などＩＣＴをフ
ル活用し、さらに新しいこと（？）にチャレンジしていきます。何にでも挑
戦する本校は、とてもおもしろい学校です。ぜひ見学に来てください。 

【附属中 教務主任 益子諭】 

（2021 年 4 月 1 日発行，No.21） 

高校 Web ページ   中学 Web ページ 

附属中より 

 卒業した３年生を迎えて進
路懇談会を行いました。 

在校生は先輩方の話を真剣
に聞き、次は自分たちの番だ
と、とても良い刺激を得てい
ました。 

進路懇談会  3 月１２日（金） 

第 44 回卒業証書授与式が挙行され、234 名（全日制 233 名、定時制 1 名）
の卒業生が、太田一高を巣立っていきました。今年度は新型コロナウイルス対
策で規模を縮小した式となりました。 

卒業生の皆さんについては、次のステージでの活躍を応援しています。 

卒業証書授与式 3 月１日（月） 

高校より 


